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１．建物・人口データの整理結果

(１) 建物分布

 鹿児島県の建物棟数は前回調査（H26年）時
の119万棟から115万棟に減少している。

 非木造はわずかに増加しているが、木造は94
万棟から91万棟に減少している。

※建物棟数︓固定資産の価格等の概要調書（総務省）
※建物GISデータ︓基盤地図情報
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１．建物・人口データの整理結果

(2) 人口分布

 鹿児島県の夜間人口は前回調査（H26年）時
の166万人から153万人に減少している。

 鹿児島県の昼間人口も夜間人口と同様、減少
の傾向である。

※夜間人口︓鹿児島県公式HP（国勢調査）
※昼間人口︓国勢調査
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２．震度別暴露棟数の把握

(１) 鹿児島湾直下地震

震度4
以下

震度
5弱

震度
5強

震度
6弱

震度
6強震度7市町村名

6030,56885,897178,69138,3010鹿児島市
13,76764,01721,80788700鹿屋市
14,0577,126464000枕崎市
73,3584340000出水市
3,45819,45316,7755900指宿市

07645,97810,5788330垂水市
72,77530,359597000薩摩川内市
3,41523,23317,14252500日置市
20,40419,734900000曽於市
43,79273,7774,1737600霧島市
7,29214,6243,966000いちき串木野市
7,07113,2719,5311200南さつま市
27,0508,8300000志布志市
2,43715,22512,3872,083340南九州市
24,1332480000伊佐市
5,67339,4977,864000姶良市
18,3492,4009000さつま町
11,8246180000湧水町
5,66813,3543542300大崎町
7,2371,6500000東串良町
2,8346,919536000錦江町
9,8702,710238000南大隅町
13,0209,223301000肝付町

※上記以外の市町はすべて震度4以下※
533,639398,034188,919192,93439,1680計

 鹿児島湾直下地震においては、震度7のエリ
アは存在せず、震度6強のエリアが多い鹿児
島市において被害最大となる見込みである。

 鹿児島市内の11%の建物が震度6強エリア、
54％の建物が震度6弱のエリアに位置する。

震度別棟数

※本建物データは倉庫等の狭小な建物も含まれたデータとなっているため、
このあと固定資産台帳等も考慮した上で再度整理を行う。
※市町村境界とメッシュ境界の都合上、資料２における最大震度の情報と
ずれが生じる可能性がある。
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２．震度別暴露棟数の把握

(2) 南海トラフ巨大地震

震度4
以下

震度
5弱

震度
5強

震度
6弱

震度
6強震度7市町村名

38,167257,72037,630000鹿児島市
5,38649,69344,70069900鹿屋市
21,4551920000枕崎市
15,3026,375891000阿久根市
10,18351,60111,9515700出水市
9,91624,9874,842000指宿市
1089,2548,790100垂水市

31,47769,5122,742000薩摩川内市
23,70419,892719000日置市

191,65015,94422,6258000曽於市
9643,86875,9111,94300霧島市

3,02422,84612000いちき串木野市
27,7972,0880000南さつま市

43,00217,21215,3043580志布志市
25,5026,561103000南九州市
5071,51119,7052,65800伊佐市
47535,65216,907000姶良市
44912,4087,8762500さつま町

5,4899390000長島町
017,6464,79500湧水町
02,28913,0134,09700大崎町

2095,6822,89410200東串良町
6,8033,357129000錦江町
10,1682,55694000南大隅町
1,82515,2535,466000肝付町

※上記以外の市町はすべて震度4以下※
355,164648,889295,17752,3061,1580計

 南海トラフ巨大地震においては、震度7のエ
リアは存在せず、震度6強・6弱のエリアが
多い曽於市において被害最大となる見込み
である。

 曽於市内の2%の建物が震度6強エリア、
55％の建物が震度6弱のエリアに位置する。

震度別棟数

※本建物データは倉庫等の狭小な建物も含まれたデータとなっているため、
このあと固定資産台帳等も考慮した上で再度整理を行う。
※市町村境界とメッシュ境界の都合上、資料２における最大震度の情報と
ずれが生じる可能性がある。


